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海老名災害ボランティアネットワーク 平成３０年度 第 11 回（３月）定例会、議事録 

開催日時：201９年３月７日（木）19 時～21 時、会場：海老名市総合福祉会館、第３娯楽室 

【出席】（敬称略）大野、小澤、小畑、佐々木、鴫原、鷲見、中村、野中、野本、松井、水本、三宅、山

下、山本、福田（議事録作成）計 15 名 議事録作成は 3 月 16 日と遅くなってしまいました。 

 

（１）新しい入会者の紹介、以前からの会員の自己紹介 

①2月17日、24日のコーディネーター養成講座を受講された皆さんの中から次の方が入会されました。 

個人会員：鷲見一雄、坪内直文、橋本真知子、杉山五月、鴫原義弘、鴫原やわた、小畑京子、計 7 名 

賛助会員：森眞一、中野洋光、足永真一、大乗文孝、大乗京子計 5 名、合計で 12 名（3 月 9 日現在） 

★下線は、新会員で 3 月 7 日の定例会の出席者で、自己紹介した方です。 

②以前からの会員の自己紹介 

 大野雅人さんが 4 月から札幌に転勤になること、平成 31 年度の個人会員は辞めるが、賛助会員とし

て継続する（大野雅人、大野真由実）と話しました。出席した以前からの会員が自己紹介をしました。 

 

（２）会計（松井）より報告 

① 一般会計 2018 年２月末日の残金 223,229 円（前月に比べて 1600 円マイナス） 

（２月末まで会費納入者）個人会員 22 名（±０）、賛助会員 12 名（±０） 団体会員３団体（±０） 

② 特別会計：54,000 円（前月比で 8000 円マイナス）西日本豪雨災害、ボランティアバス参加者 

                          

（３）活動報告；（2019 年２月７日の定例会～３月７日の定例会まで） 

１）海老名災害救援ボランティアセンターのコーディネーター養成講座（2 月 17 日、24 日） 

海老名市社協と海老名災ボラの共催（社協が中軸）。会場：海老名市総合福祉会館 

17 日（日）10 時～15 時、24 日（日）10 時～12 時 30 分、 

出席者数：17 日：一般 17 名、災ボラ 9 名、社協 4 名、危機管理課 2 名、合計 32 名 

     24 日：一般 16 名、災ボラ 7 名、社協 6 名、危機管理課 2 名、合計 31 名 

17 日の災ボラ出席者：大野、杉下、永山、野中、星野、福田、水本、吉野、山下、計９名 

24 日の災ボラ出席者：大野、石橋、佐々木、杉下、星野、福田、水本、計 7 名 

詳細は「平成 30 年度海老名市災害救援ボランティアセンター・コーディネーター養成講座の報告」を

参照（3 月 7 日定例会で配布、添付ファイル参照） 

 

２）海老名市防災関係 3 者定例会（2 月 27 日、14 時～16 時） 

会場：海老名市社会福祉協議会事務所（市役所内） 

「海老名市防災関係３者定例会（２月 27 日）の報告」。（3 月 7 日定例会で配布、添付ファイル参照） 

 

（４）今後の予定及び事業内容の検討（2019 年３月～４月まで） 

１）3 月 8 日（金）13 時～ボラ連定例会、総合福祉会館第３会議室（現時点３・1６では終了） 

 平成 30 年度の役員体制及び活動方針の確定、出席：福田、水本 

〇海老名市ボランティア団体連絡協議会に加盟している各団体に対して、平成 31 年度の活動助成金（各

団体 7 万円）が 4 月に支給される予定。（「活動助成金の申請書」・「団体の参加者名簿」を提出） 
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２）３月９日（土）10 時～12 時、「くらしのセミナー」第 3 回防災講演会（現時点では終了） 

 海老名市地域婦人団体連絡協議会主催、会場：海老名市文化会館 351 多目的室、一般参加者 42 名 

（参加申込は 43 名で、1 名欠席のため出席者は 42 名）、講演内容は、「家庭で出来る防災・減災対策」、

講師は福田博（海老名災ボラ代表）。7 つのテーブルに分かれて、グループ討論を実施した。 

①参加者の住んでいる地域では、どのような自然災害の危険があるかをマップから読み取る。 

海老名市が発行した「防災マップ」（平成 28 年発行）、「洪水ハザードマップ」（相模川班）」（平成 29

年発行）、「土砂災害ハザードマップ」を各テーブルに広げて、図面を読む。 

②地震災害に対する「備え」（耐震診断・耐震補強、家具類の固定、水と食糧の備蓄、災害時のトイレ対

策など）について、講師の話（レジュメ）を「きっかけ」として、グループごとに話し合う。 

③洪水と土砂災害の危険性とその対策について、市危機管理課の山口職員が講和を実施した。 

 

３）3 月 25 日（月）、14 時～16 時、海老名市防災関係「3 者定例会」 

 平成 31 年度の海老名市災害救援ボランティアセンターを担うコーディネーター養成講座の今後の開

催方法について検討する。（開催日程を 2 日間か 1 日か、内容、開催時期など） 

出席予定：佐々木、水本、福田 

 

４）平成 31 年度の定期総会に向けた準備 

①会計監査（日程調整中）⇒現在、4 月第 1 週に変更するため、会計松井さんを中心に日程調整中。 

 平成 30 年度の会計報告及び会計監査報告のために、会計監査を行う。 

（出席予定）会計：松井、三宅、会計監査：永山、野本みな子、（代表：福田、副代表：水本） 

②4 月 4 日（木）19 時～21 時、第 3 娯楽室（1 階）、4 月定例会で議案書の内容を確定・承認する。 

③4 月 5 日（金）9 時～13 時、総会議案書の印刷及び郵送作業 

 会場：海老名市総合福祉会館（印刷機、ボランティア室）、出席予定：福田、（参加できる方） 

 

５）海老名災ボラ第 18 回定期総会、4 月 13 日（土） 

日時：4 月 13 日（土）14 時～17 時、会場：海老名市総合福祉会館、第 1・第 2 会議室（2 階） 

①役員候補者を確定：代表：福田、副代表：水本，星野、会計：松井、三宅、会計監査：永山、野本 

②議案書作成：平成 30 年度事業報告（水本福代表）、平成 30 年度収支決算報告（会計） 

       平成 31 年度事業計画（案）（福田代表）、平成 31 年度予算（案）（会計） 

③来賓：案内状作成と送付：海老名市長、市長室長、危機管理課長、海老名市社協会長、事務局長 

 3 月 14 日（木）午後、市役所及び社協事務所に上記 5 名の案内状を持参した（福田代表）。 

 

（４）その他の事項（会員からの問題提起も含む） 

①各事業の「情報の集約と共有」を定例会やメーリングリストを有効活用して進める。また、海老名災

ボラのインターネット・ホームページの活用として、同内にある「活動ブログ」へ会員が投稿できるよ

うに、操作訓練を行った（指導員は会員の舘さん）。 

 

次回： 2019 年４月４日（木）19 時～21 時、総合福祉会館、第３娯楽室（１階） 

次々回：2019 年５月２日（木）19 時～２１時、総合福祉会館、第３娯楽室（１階） 

 


